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―第 37 回 機動隊員等を励ます会 九州支部 総会―開催！ 

主催：(社)機動隊員等を励ます会 
  (社)機動隊員等励ます会では、2 月 29 日(水)、福岡市博多区の博

多サンヒルズホテルにおいて「第 37 回機動隊員等励ます会九州支部

総会」を開催した。 
 総会には、同会九州支部の自見榮祐支部長（自見産業㈱会長）、同

会本部の羽矢惇本部理事長(新日鉄エンジニヤリング㈱取締役相談役)、
九州管区警察局の小風明局長、福岡県警察の菱川雄治本部長、同会

九州支部の塚越満顧問(新日本製鐵㈱九州支店長)、機励会本部の栗川

勝俊副理事長(合同製鐵㈱代表取締役社長)・鈴木貴士副理事長(五十

鈴㈱代表取締役社長)、機動隊員等励ます会九州支部世話人の森重隆

氏（㈱森硝子店代表取締役社長・福岡高校ラグビー部監督）、新日本製鐵㈱八幡製鐵所の広瀬隆明総務部長、㈱

トーカイの緒方公成代表取締役社長、不動鋼板工業㈱高橋利明代表取締役社長、㈱山本工作所の山本雄三代表取締

役社長および警察官、機励会会員など関係者 250 余名が出席し執り行われた。 
 国家斉唱の後、自見会長は、「警察官は、とにかく悪いことをする者は、絶対に許さん、必ず捕まえてやる。そ

れぐらいの気概を持って職務に精励している警察官を国民が見れば、警察官は、頼もしい、頼りになると思う。そ

ういうことから基本的な信頼関係がでてくると思う。そういう意味で、難しい世の中でありますが、警察官の一人

一人が気位と誇りと享受を持って是非頑張って頂きたい」と挨拶を行なった。 
 羽矢理事長は、「我々のこの会は、昭和 49 年に発足したわけ

です。先程、自見支部長からご紹介がありましたように、浅間

山山荘事件は、当時としては大変センセーショナルな事件で、

テレビで実況放送され、結果として二人の警察官が殉職されま

した。大変悲しい事件だったわけです。雪に覆われた山荘に人

質が捕らわれ、それを警察の関係者が身の危険を顧みず人質を

助け出すという経緯がありました。その状況を見ていた我々の

先輩達が、純粋に何かの形で応援したいという気持ちで発足し

たのがこの

会でありま

す。長く続けていくことが我々会の幹部の役割じゃないかと

思っております。また、今は当時と比べ、我々を取り巻く治安

の状況は、国際化、電子化、更には昨年の大災害の対応等、非

常に多様化しております。そういう中で、国民一人一人が、安

全で安心して暮らせる社会、我々経済人が十分な活動ができて

国際社会のなかでわが国の地位を高める為に一生懸命働くこと

ができることも社会の治安が保たれているということが大前提
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挨拶を行なう自見九州支部長 

挨拶を行なう羽矢本部理事長 

挨拶を行なう小風九州管区警察局長 



となっている。そういう意味では、当時と違う意味で難しさはありますが、皆様のご活躍を我々は応援してまいり

たいと思っております」と挨拶を行なった。 
 小風九州管区警察局長の来賓の挨拶につづき、塚越九

州支部顧問は、「本日、この会に参ることを非常に楽しみ

にしておりました。昨年、色々な事がありました。申す

までもなく、震災に代表されます自然災害、社会不安の

なかで、お一人お一人の御活躍がどれ程国民を勇気付け

たか、皆様方に対する信頼は益々増していると思います。

それでは、本日ここにお集まりの機動隊の精鋭の皆様の

ご健勝と、本会に集って頂きました全ての皆様の御発展

を心から祈念申し上げたい」と乾杯の挨拶をおこなった。 

 乾杯の後、九州管区における機動隊の最近の活動概況

についての紹介があり、特に昨年 3 月 11 日に発生した、

東日本大震災に伴う被災地への災害警備出動報告が以下

のようになされた。警察の現場活動は、「重機の入らない

ような狭い場所やガレキ等が押し寄せて浮島状態となっ

ている沼地や、重機作業の後を手作業でマンパワーで小

回りの効く捜索を行なった」等と報告等が行なわれた。 
 ひきつづ

き、機動隊

員等励ます

会九州支部の森重隆世話人の挨拶の後、全国優秀機動隊委員に

選抜された８名の紹介とその隊員の思いと挨拶が行なわれた。 
 その後、機動隊歌「この世を花にするために」斉唱につづき、

機励会本部栗川副理事長は、「私は、九州福岡県生まれで、墓

もあります。若い頃、八幡製鐵所に勤めて構内の秩序維持、警

防と幅広く任っておりました。従業員 1 万人、協力会社を入れ

ますと 2 万人、家族を入れますと約 8 万人が生活していました。

従いまして、地域のほとんどの警察署にお世話になっております。最後に、歴史的にみて九州は防人の役割があり

まして、大宰府はその為に置かれております。現在の大宰府は機動隊でございます。最後の砦として頑張ってくだ

さい」と中締めの挨拶を行なった。 

力強く乾杯を行なう塚越九州支部長 

真剣に小風九州管区警察局長の言葉に聞き入る 

中締めの挨拶を行なう栗川副理事長 

右から広瀬総務部長、安井世話人、本橋広域調整部長 
全員で機動隊歌「この世を花にするために」を斉唱 


